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団
法
人
富
山
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
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安
全
会
　　　　

理
事
長

理
事
長
　松
嶋

浩

松
嶋
　
浩
二二

　
こ
の
度
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一

日
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
全
国
初
の

「
公
益
財
団
法
人
富
山
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
親

子
安
全
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。
富

山
県
下
の
全
小
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
中
の
安
全
・
安
心
を
守
る
と
と
も

に
、
広
く
富
山
県
民
を
対
象
と
し
た

公
益
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

　
振
り
返
り
ま
す
と
、
当
会
は
昭
和

五
十
四
年
四
月
富
山
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
親
子

安
全
互
助
会
と
し
て
産
声
を
上
げ
ま

し
た
。
永
い
歴
史
の
中
で
平
成
八
年

十
二
月
に
財
団
法
人
富
山
県
親
子
安

全
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
国
の
大
き
な
流
れ
の
中
で
平
成
十

八
年
に
保
険
業
法
の
改
正
が
あ
り
、

全
国
の
互
助
会
組
織
が
存
続
の
危
機

に
立
た
さ
れ
て
い
た
な
か
、
平
成
二

十
二
年
に
国
会
で
審
議
可
決
さ
れ
た

「
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
青
少
年
教
育
団
体
共
済

法
」
に
よ
り
本
会
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
共
済
事

業
が
認
可
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
公
益
法
人
制
度
改
革
に
よ

り
公
益
財
団
法
人
へ
の
移
行
認
定
を

受
け
、
会
の
維
持
と
発
展
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
当
会
の
設
立
当
初
か
ら
の
基
本
理

念
で
あ
る
「
一
人
は
み
ん
な
の
た
め

に
、
み
ん
な
は
一
人
の
た
め
に
」
の

会
員
相
互
扶
助
の
精
神
を
広
め
て
い

く
こ
と
も
、
大
切
な
事
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
公
益
事
業
と
し
て
共
済
金
の
給
付
、

講
演
会
の
開
催
、
就
学
奨
励
金
の
給

付
や
安
全
教
育
研
修
会
を
三
会
場
で

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
従
来
の
事
業
を
引
き
継

ぐ
と
と
も
に
、
さ
ら
に
公
益
財
団
法

人
と
し
て
様
々
な
事
業
を
推
進
し
、

今
後
と
も
皆
様
の
期
待
に
応
え
て
ま

い
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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介

役
員
紹
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評
　
議
　
員
 

津
嶋
　
春
秋
　　
　
　
　
　

　
　
〃
 

藤
井
　
保
壽
　　
　
　
　
　

　
　
〃
 

横
山
　
　
栄
　　
　
　
　
　

　
　
〃
 

山
本
　
英
介
　　
　
　
　
　

　
　
〃
 

河
田
　
悦
子
　　
　
　
　
　

理
　
事
　
長
 

松
嶋
　
浩
二
（
高
岡
地
区
）

常
務
理
事
 

濵
藤
　
浩
人
（
魚
津
地
区
）

　
　
〃
 

和
田
　
　
弘
（
富
山
地
区
）

判
定
委
員
長
・
理
事
 
中
田
　
恭
敏
（
学
識
経
験
者
）

経
理
担
当
理
事
 
中
田
　
正
樹
（
小
矢
部
地
区
）

理
　
　
　
事
 

八
嶋
　
浩
久
（
県
Ｐ
連
代
表
）

　
　
〃
 

山
崎
　
栄
三
（
県
小
学
校
長
会
代
表

）

　
　
〃
 

林
　
　
俊
樹
（
県
中
学
校
長
会
代
表

）

　
　
〃
 

藤
井
　
裕
久
（
学
識
経
験
者
）

　
　
〃
 

藤
條
　
法
彰
（
朝
日
地
区
）

　
　
〃
 

野
村
　
慎
吾
（
入
善
地
区
）

　
　
〃
 

谷
村
　
一
成
（
黒
部
地
区
）

　
　
〃
 

大
久
保
　
亘
（
滑
川
地
区
）

　
　
〃
 

久
我
奈
美
子
（
上
市
地
区
）

　
　
〃
 

尾
近
　
　
晃
（
立
山
地
区
）

　
　
〃
 

水
野
　
雅
人
（
富
山
地
区
）

　
　
〃
 

庄
司
　
昌
弘
（
富
山
地
区
）

　
　
〃
 

松
浦
　
恵
美
（
富
山
地
区
）

　
　
〃
 

鮒
田
　
大
起
（
射
水
地
区
）

　
　
〃
 

水
口
　
清
志
（
高
岡
地
区
）

　
　
〃
 

萩
山
　
峰
人
（
氷
見
地
区
）

　
　
〃
 

野
原
　
俊
英
（
砺
波
地
区
）

　
　
〃
 

横
川
　
信
之
（
南
砺
地
区
）

監
　
　
　
事
 

津
本
　
虎
雄
　　
　
　
　
　

　
　
〃
 

蓮
池
　
泰
洋
　　
　
　
　
　

判
定
委
員
長
 

中
田
　
恭
敏
（
学
識
経
験
者
）

判
定
委
員
 

藤
井
　
保
壽
（
医
　
　
師
）

　
　
〃
 

横
山
　
　
栄
（
学
識
経
験
者
）

　
　
〃
 

武
野
　
律
子
（
県
小
学
校
長
会
代
表

）

　
　
〃
 

加
藤
　
　
博
（
県
中
学
校
長
会
代
表

）

　
　
〃
 

小
島
　
之
弘
（
魚
津
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
　
〃
 

鉾
井
　
文
明
（
富
山
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
　
〃
 

濱
井
　
　
信
（
高
岡
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
　
〃
 

田
丸
　
和
雄
（
砺
波
ブ
ロ
ッ
ク
）

焔
共
済
金
の
給
付

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
中
等
の
災
害
に
関

す
る
医
療
見
舞
金
・
後
遺
障
害

見
舞
金
・
死
亡
弔
慰
金
の
給
付
、

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
・
学
校

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
学
校
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
・
子
ど
も
一

一
〇
番
の
家
の
災
害
に
対
す
る

特
別
見
舞
金
の
給
付

焔
就
学
奨
励
金
の
給
付

　
小
学
校
奨
励
生
若
干
名

　
中
学
校
奨
励
生
若
干
名

焔
安
全
教
育
研
修
会
の
開
催

　
（
開
催
地
区
）

　
魚
津
ブ
ロ
ッ
ク

　
氷
見
地
区

　
砺
波
地
区

焔
講
演
会
の
開
催

焔
会
報
の
発
行

　
年
三
回
発
行

焔
啓
発
案
内
書
の
発
行

　
事
業
報
告
書
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

焔
視
聴
覚
教
材
の
貸
出
し

　
健
康
と
安
全
、
食
生
活
等
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
の
貸
出
し

焔
損
害
賠
償
保
険
の
給
付

焔
香
典
の
給
付

　
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
中
の
災
害
に
関
係

な
く
、
所
属
し
て
い
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

ご
と
に
香
典
を
給
付

焔
東
海
北
陸
Ｐ
Ｔ
Ａ
安
全
互
助

会
・
情
報
交
換
会
の
開
催

平
成
二
十
五
年

平
成
二
十
五
年
度度
事
業
計
画

事
業
計
画



平成２５年７月１０日 （２）　第４３号ＰＴＡおやこあんぜん会

※再生紙を使用しています。
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夏

可

嫁
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嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉
嘉

　
公
益
財
団
法
人
に
移
行
し
て
初

め
て
の
広
報
紙
を
無
事
発
行
し
、

お
届
け
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
　
会
員
の
皆
さ
ま
の
安
全
・
安
心

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
身
近
な
会
と
し

て
、
よ
り
信
頼
性
の
高
い
事
業
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
広
報
紙
を
通
じ
て
親
子

安
全
会
の
役
割
・
事
業
内
容
に
つ

い
て
、
よ
り
分
か
り
易
く
お
伝
え

で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。
皆
さ
ま

方
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ

く
だ
さ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
去
る
六
月
一
日
（
土
）
富
山
県

総
合
福
祉
会
館
に
お
い
て
当
会
主

催
に
よ
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
　
講
師
に
は
供
脳
ト
レ
僑
で
お
馴

染
み
の
東
北
大
学
教
授
、
川
島
隆

太
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
川
島

氏
は
「
研
究
で
得
た
新
し
い
知
恵

や
知
識
は
、
社
会
に
直
接
還
元
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
こ

と
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
生
活
習
慣

が
も
た
ら
す
脳
へ
の
影
響
に
つ
い

て
分
か
り
易
く
お
話
し
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
最
初
に
「
睡
眠
」
に
関
し
て
の

お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

　
人
間
は
、
浅
い
眠
り
（
Ｒ
Ｅ
Ｍ

睡
眠
）
と
深
い
眠
り
を
繰
り
返
し

て
朝
を
迎
え
ま
す
。
発
達
期
の
子

ど
も
は
、
夜
十
時
に
は
深
い
眠
り

の
状
態
に
な
っ
て
い
な
い
と
、
体

を
大
き
く
し
免
疫
機
能
を
高
め
る

働
き
の
あ
る
「
成
長
ホ
ル
モ
ン
」

を
十
分
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
脳
は
Ｒ
Ｅ
Ｍ
睡
眠
の

際
に
日
中
に
行
っ
た
経
験
や
学
習

の
内
容
を
整
理
整
頓
し
、
記
憶
に

書
き
込
ん
で
い
ま
す
。

　
従
っ
て
、睡
眠
時
間
が
減
る
と
、

Ｒ
Ｅ
Ｍ
睡
眠
の
回
数
が
減
り
、
脳

の
復
習
の
回
数
が
減
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
の
結
果
「
睡
眠
時
間

の
短
い
子
ど
も
は
、
学
力
や
運
動

能
力
が
低
い
」
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　
逆
に
、
睡
眠
時
間
が
長
す
ぎ
る

場
合
も
問
題
で
す
。
通
常
は
八
時

間
程
度
で
十
分
で
す
が
、
そ
れ
以

上
の
睡
眠
時
間
を
必
要
と
す
る
場

合
、
何
ら
か
の
阻
害
要
因
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
今
や
、
睡
眠
を
阻
害
す
る
要
因

の
一
つ
に
中
・
高
校
生
、
一
部
で

は
小
学
生
に
も
広
が
っ
て
い
る
携

帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。「
メ
ー
ル
を
す
ぐ
に

返
信
し
な
い
と
仲
間
は
ず
れ
に
な

る
」
と
い
う
こ
と
が
、
電
源
を
切

ら
な
い
ま
ま
枕
元
に
置
く
と
い
う

暴
挙
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
記
憶
の
脳
と
し
て
有

名
な
海
馬
の
体
積
は
睡
眠
時
間
と

正
相
関
す
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と

判
っ
て
い
ま
す
。
睡
眠
時
間
が
短

い
子
ど
も
は
、
海
馬
が
小
さ
い
ま

ま
大
人
へ
と
成
長
し
ま
す
。
子
ど

も
に
夜
更
か
し
さ
せ
る
こ
と
は
、

「
子
ど
も
の
将
来
の
可
能
性
を
狭

め
る
行
為
」
な
の
で
す
。

　
次
に
「
朝
ご
は
ん
」
に
つ
い
て

で
す
。

　
脳
に
必
要
な
ブ
ド
ウ
糖
を
代
謝

し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
る
に
は
、

ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
、
必
須
ア

ミ
ノ
酸
が
必
要
で
あ
り
、
パ
ン
や

お
に
ぎ
り
等
の
炭
水
化
物
だ
け
の

朝
食
で
は
、
そ
れ
ら
を
補
う
こ
と

が
で
き
ず
、
食
べ
た
こ
と
に
な
ら

な
い
そ
う
で
す
。「
朝
ご
は
ん
に
し

っ
か
り
と
お
か
ず
も
食
べ
な
い
と

脳
は
十
分
に
働
か
な
い
」
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　
非
常
に
衝
撃
的
な
お
話
し
で
し

た
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
科
学
的
に

証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
の

生
活
習
慣
が
脳
の
発
達
に
大
き
く

関
係
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
、
子
ど
も
た
ち
の
為
に
何
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
？
親
で
あ
る

私
達
が
一
歩
前
に
踏
み
出
す
こ
と

が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
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脳
を
知
り
・
脳
を
育
み
・
脳
を
鍛
え
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

医
学
博
士
東
北
大
学
教

医
学
博
士
　東
北
大
学
教
授授
　川川
島
隆
太

島
隆
太

氏
　
氏

編編編編編編編編編編
集集集集集集集集集集
後後後後後後後後後後

編
集
後
記記記記記記記記記記記

一
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
深
夜
の
子

ど
も
の
連
れ
回
し
は
大
切
な

睡
眠
を
奪
い
、
虐
待
に
値
す

る
。

二
、
親
は
安
心
？
深
夜
遅
く
ま

で
の
受
験
勉
強
は
人
生
の
無

駄
遣
い
。

三
、
朝
ご
は
ん
に
お
か
ず
も
食

べ
な
い
と
馬
鹿
に
な
る
。

四
、
脳
科
学
で
実
証
さ
れ
た
早

寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
は

人
生
全
て
に
影
響
し
て
し
ま

う
。

当
た
り
前
と

見
過
ご
す
生
活
に
危
険
信
号

　
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し

て
い
る
夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま

す
。
　
各
学
校
で
は
プ
ー
ル
の
開
放

を
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

万
が
一
、
事
故
・
ケ
ガ
等
が
起

き
た
時
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
催
・
共

催
し
て
い
る
場
合
に
は
お
見
舞

金
の
給
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
往
復
途
中
も
含
み
ま
す
。）

　
も
し
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
中
に
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
や
学
校
を
通
じ
て
、

当
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

も
う
す
ぐ
夏
休
み
で
す


